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ッヽbstract
The basic research and the industrial apphcation of■licrobial lipase have n t been、、e■
developed as compared to those of amylase and protease
Recently,many studies on Hlicrobial liPase Mァere carried out, and mOlecular structures of
some lipases、、アer  elucidated
Here, recent pogress of the studies on■licrobial lipase M〆as d scribed, forcusing to the
production of lipase, cloning, spectrometrical assy procedure of the activity, hydrolysis and
esteriFication of lipid,and enrichment of polyunsaturated fatty acid  And also,lipase produced
by psyclophile Mras discussed
は じ め に
加水分解酵素のうちでもリパーゼ (E.C.3.1.1
3)に関する研究は,プロテアーゼゃァミラーゼ
に関する研究に比べて遅れていたが,近年多く
の研究成果が発表されるようになった。
リパーゼは脂質の改良をはじめ, さまざまな
分野での利用が考えられる(図1)1比そのために
は目的にかなった リパーゼをうることが必要と
なり,有用なリパーゼ生産菌の分離はもとより,
リパーゼ遺伝子のクローニングとタンパク質工
学的研究,大量生産法の確立などが急務となる。
この報告では,生物の生産するリパーゼの精
製,クローニング,活性測定法,固定化法,エ
ステル交換反応,エイコサペンタエン酸(EPA)
および ドコサヘキサエン酸 (DHA)の生産など
について最近の若千の知見を紹介する。なお,リ
パーゼ全般については成書劾がある。また,微生
物によるり′く一ゼの工業生産 とその利用, リ
パーゼの特性と食品工業への応用について,そ
れぞれ町田ら0および,石田と森岡つの総説が
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ある。さらに, リパーゼ生産菌を用いた含油廃
水処理システムの実用化については著者等の報
告がある5,6,つ。
1.リパーゼの生産,酵素化学的性質,および
クロー ニング
RappとBackhausは約 700株の糸状菌,酵
母および細菌の保存菌株を用いて,オソーブ油
を灰素源とした液内培養におけるリパーゼ生産
能を調べため。その結果,資力″θク熔 θ施焼α%Sを
は じめ 数 種 の ■力″ψ%S属とR力ο′οサογ%励
ηわ陀ちPsι%ι′οttο%盗C9クαε勿が トリォレインとこ
対し強いり′く―ゼ活性を示した。 リパーゼ生産
菌の集積培養法として, トリオレインを唯―の
炭素源 とした循環連続培養システムが考案さ
れ,植物油加工場 か らλ22と′οttο%盗 ゲ%ル作
物ι″%%などが分離された9。 微生物によるリ
パーゼ生産には構成的生産と,誘導的生産が知
られていて10,生産菌をスクリーニングする場
合 には,この点 も考慮す る必要 があろ う。
Gιο房て,カク物 じと7%あ物%のリパーゼ生産は炭素
数 18の脂防酸,あるいはそのメチルエステルに
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